
豪雪地帯のため11月後
半から４月上旬まで屋外
練習困難。過疎が進む町
の支援も受け秋県８強

県
立

福
島

東 北 県８強

只 見

県内有数の進学校で、平
日の練習時間は２時間
程度。野球部卒業生から
東大合格者も輩出する

県
立

群
馬

関東･東京 県８強

県太田

実習の影響で全員練習
は土日だけというハン
ディ乗り越える。松阪牛
の肥育を行う学科もある

県
立

三
重

東 海 県８強

相 可

冬は積雪のためグラウン
ドが使えず、校舎内で体
力づくりや雪上サッカー
で下半身を強化した

県
立

滋
賀

近 畿 県８強

伊 吹

東大や京大にも合格者を
出す県内屈指の進学校
で、野球部も文武両道。
分単位でのローテ練習

県
立

大
分

九 州 県準V

大分舞鶴

今秋県大会準Ｖ。県中部
地区の県立専門高校と
して地元産業に貢献でき
る生徒の育成取り組む

県
立

鳥
取

中 国 県準V

倉吉総合産

練習工夫し成果。今秋北
海道大会４強。夏の南北
海道大会は19、20年と決
勝進出し今夏も４強

道
立

北
海
道

北海道道４強

札幌国際情報

今秋県でノーシードから
４強。学校のある丹生郡
越前町は越前がにや、越
前焼陶器で知られる

県
立

福
井

北信越 県４強

丹 生

選手13人の少数だが、個
人練習も生かして強豪
を撃破。文武両道で動画
も使う。ため池も清掃

市
立

香
川

四 国 県８強

高松一

センバツ21世紀枠
各地区の候補９校
センバツ21世紀枠
各地区の候補９校
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J
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新
幹
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J
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上
越
新
幹
線

J
R
上
越
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
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Ｒ
只
見
線

只
見
ダ
ム

只
見
ダ
ム

｢

コ

ン

ビ

ニ

が

近

く

に

な

い

の

が

…

ち
ょ
っ
と｣



｢

コ

ン

ビ

ニ

が

近

く

に

な

い

の

が

…

ち
ょ
っ
と｣



た

だ

み

年新潟･福島豪雨
只見線一部不通

室井莉空
内野手（２
年＝写真）

は福島・会津若松出身。年に始まっ
た只見町の「山村教育留学制度｣でや
ってきた会津若松も雪は降るがせい
ぜい膝まで３㍍の積雪に｢びっくりし
ました｣と振り返った
町の人口は年の約１万3000人をピ

ークに減り続け現在は約4000人若者
を呼び込むことで、少子高齢化が進む
地域の活性化を図る。各学年約人お
り現在野球部員は５人(会津若松４
人神奈川１人)町は寮や塾を提供。
昼の弁当も含め、３食を用意する。室
井は中学のチームの先輩に只見に進ん
だ人がおり親元を離れる決意をした
「掃除、洗濯。親に甘えていたけど、
自分でやらないといけない。自主練習
にもつながりました」と自立できた。
今や、すっかり只見っ子だ。「コン

ビニが近くにないのが、ちょっと」と
正直に笑うが、見知らぬ人からもよく
「頑張って｣と声をかけられる会津若
松では考えられなかった只見の温か
さを知った
帰省は盆と年末年始の２回だけ。Ｊ

Ｒ只見線を使うが年の新潟･
福島豪雨で一部不通が続く来

年度には復旧工事が終わ
るセンバツ出場となれ
ば地域の希望がまた１
つ増える 古川真弥

奥
会
津
に
あ
る
山
あ
い

の
町
に
、
甲
子
園
へ
と
続
く
光
が
差

し
た
。
日
本
高
野
連
は

日
、
来
春
の
第


回
選
抜
高
校
野
球
大
会(


年
３
月

日
開

幕

甲
子
園)

の

世
紀
枠
の
地
区
候
補
９
校
を
発

表
し
た

東
北
か
ら
は
只
見(

福
島)

が
選
ば
れ
た

日

本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で


冬
場
の
練
習
が
著
し
く
制

限
さ
れ
る

過
疎
が
進
む
町
の
支
援
も
受
け

工
夫
を

こ
ら
し
た
練
習
で
今
秋
の
福
島
県
大
会
８
強
に
進

ん
だ

来
年
１
月

日
の
選
考
委
員
会
で

９
校

の
う
ち
３
校(

東
日
本
と
西
日
本
か
ら
各
１

校

地
域
限
定
な
し
１
校)

が
出
場
権

を
得
る

関
連
記
事
４
面


年
(令和年)
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化

雪
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化
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化

雪
か
き
強
化

雪
か
き
強
化

雪
か
き
強
化

初
の
県
８
強

初
の
県
８
強

初
の
県
８
強

初
の
県
８
強

初
の
県
８
強

初
の
県
８
強

初
の
県
８
強

初
の
県
８
強

マ
ネ
が
２
人

全
校
生
徒

人
の
学
校
が
歓
声
に
包

ま
れ
た
。
午
後
３
時
５
分
の
授
業
終
了

と
同
時
に
、
伊
藤
勝
宏
校
長
（

）
が
地
区
候
補
入
り
の
校

内
放
送
を
流
し
た
。
「
小
さ
な
可
能
性
が
実
を
結
ん
だ
成
果

で
す
」
。
部
員

人
（
う
ち
マ
ネ
ジ
ャ
ー
２
人
）
の
チ
ー
ム

が
初
の
甲
子
園
へ
、
さ
ら
に
１
歩
近
づ
い
た
。

来
年
で
就
任

年
の
長
谷
川
清
之
監
督
（

）
は
「
過
疎

地
の
学
校
の
励
み
に
な
り
ま
す
ね｣

と
目
元
を
う
る
ま
せ
た


新
潟
と
の
県
境
が
近
い
只
見
町
は

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯


真
冬
の
積
雪
は
３
㍍
に
も
及
ぶ
。
野
球
部
は
自
転
車
で

分

足
ら
ず
の
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
無
料
で
利
用
で
き
る
が
、
例

年

月
後
半
か
ら
４
月
上
旬
ま
で
使
え
な
い
。
そ
の
間
は
校

舎
内
の
駐
輪
場
で
テ
ィ
ー
打
撃
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ハ
ネ
打

ち
、
ウ
エ
ー
ト
や
バ
イ
ク
こ
ぎ
、
体
育
館
で
軟
ら
か
い
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
ノ
ッ
ク
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
吉
津

塁
主
将
（
２
年
）
は
「
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、
当
た

り
前
の
こ
と
。
他
の
学
校
よ
り
実
戦
は
少
な
い
で
す
が
、
こ

の
チ
ー
ム
の
良
さ
が
あ
る
。
ハ
ン
デ
ィ
と
は
思
い
ま
せ
ん
」

と
元
気
よ
く
話
し
た
。

雪
か
き
強
化

只
見
の
良
さ
と
は
―
。
大
半
が
小
学

校
か
ら
の
チ
ー
ム
メ
ー
ト
で
気
心
が
知

れ
る
。
そ
こ
に
、
町
と
連
携
し
た
「
山
村
教
育
留
学
制
度
」

で
や
っ
て
く
る
町
外
の
部
員
が
融
合
。
吉
津
は
「
技
術
や
考

え
方
が
只
見
の
子
と
は
違
う
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
ま
す｣



真
冬
、
真
っ
白
な
雪
の
上
を
、
み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で
歩

く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
る
。
雪
か
き
も
野
球
部
が
率
先
。
か

き
わ
け
て
道
を
つ
く
り
雪
の
壁
の
間
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル


｢

足
腰
が
強
く
な
り
ま
す｣

。
ハ
ン
デ
ィ
と
思
わ
れ
る
雪
を
大

自
然
の
恵
み
に
変
え
る
。

初
の
県
８
強

秋
は
終
盤
の
同
点
、
逆
転
が
多
か
っ

た
。
長
谷
川
監
督
は
「
当
た
り
前
の
こ

と
を
当
た
り
前
に
や
る
意
識
が
高
い
子
た
ち
で
す
」
と
目
を

細
め
た
。
同
校
初
の
県
８
強
か
ら
、
初
の
甲
子
園
へ
。
１
月

の
吉
報
を
信
じ
、
さ
ら
に
鍛
え
る
。

【
古
川
真
弥
】

◆
只
見
町
（
た
だ
み
ま
ち)

福
島
県
南
会
津
郡
に
属
し


日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
。
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
お
り
、

東
北
で
唯
一
の
ユ
ネ
ス
コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
｢

自

然
首
都｣

を
掲
げ

自
然
体
験
な
ど
の
観
光
に
力
を
入
れ
る


か
つ
て
は
養
蚕
や
塩
の
生
産
で
栄
え

戦
後
は
ダ
ム
建
設
で

に
ぎ
わ
っ
た


年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
少
町
は
Ｕ
タ
ー

ン
や
移
住
を
呼
び
掛
け
て
い
る


全
校
生
徒

人

◆
只
見
高
校


年
、
県
立
南
会

西
部
高
校
伊
北
分
校
と
し
て
開
校
。

幾
度
か
の
学
科
再
編
を
経
て
、

年
に
現
在
地
に
校
舎
が
建

設
さ
れ
た
。

年
に
只
見
高
校
と
し
て
独
立
昇
格
。
全
校
生

徒

人
の
う
ち
、
約

人
が
町
外
か
ら
「
山
村
教
育
留
学
制

度
」
で
入
学
。
卒
業
後
、
そ
の
ま
ま
只
見
で
就
職
す
る
人
も

い
る
。
野
球
部
は

年
創
部
。
こ
れ
ま
で
は
、

年
夏
の
県


強
が
最
高
成
績
だ
っ
た
。

３
校
出
場
権

センバツ世紀枠候補に東北地区から選出され吉津主将(前列中

央)の発声で気合を入れる只見の野球部員(撮影･丹羽敏通)

年月、校庭で雪だ
るまをつくる只見の野
球部員たち(同校提供)


